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び VICS 注１）（Vehicle Information 
Communication System： 道 路
交通情報通信システム）の普及
が進み、2001 年からは ETC注２）




2,200 万台、VICS は 1,500 万台を
超える市場となっている。ETCは、
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図表 12　 自動車の走行速度と燃料消費量の関係 18）
科 学 技 術 動 向　2006年 9月号
































































図表 13　セカンドステージ ITS の概念
参考文献 19）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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秬  現行の通信方式 秡  今後予定されている通信方式
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図表 16　通信方式の分類

















通信エリア ～30ｍ 約 3.5 ｍ ～ 70ｍ 半径 10～ 50km
周波数 5.8GHz 赤外線 2.5GHz 80MHz
通信速度／伝送
容量（理論値）
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図表 22　スウェーデンの信号同期速度制御システム「Green Wave System」
出典：参考文献 30）
科 学 技 術 動 向　2006年 9月号




































































慮 し た、「LOHAS（Lifestyles of 





























約 4.2 万 km程度だが、プローブ
























合計は 1,300 万ｔ‐CO2 と試算さ
れる。我が国の京都議定書目標達
成計画において、運輸部門全体で
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